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コラム記事 

日々サイバー攻撃に備えるようセキュリティ対策を！と発信しておりますが、パソコンやスマートフォンのセキュリティ強化

だけではなく、個人のセキュリティ知識の向上も非常に重要であると感じております。 

現在では、会社貸与の PC やスマートフォンを使用して業務を行う企業も多いですが、顧客情報や取引先情報など重要度の高

い情報を管理している場合も多いのではないでしょうか。 

そんな中で、会社貸与のスマートフォンに届いた SMS より個人情報が漏えいしたとの記事が掲載されておりましたので、ご紹

介いたします。 

 

小学館で情報漏えいか 取締役が偽不在通知 SMS にだまされパスワード入力 

（ITmedia NEWS 2023/4/26(水) 13：30 配信 より引用） 

 

小学館は 4 月 25 日、取締役が使う会社支給のスマートフォンから、302 人分の個人情報が漏えいした可能性があると発表し

た。宅配業者からの不在通知を装った SMS メッセージを本物だと思い、アカウント情報を入力したところ、スマホ内の情報に

不正アクセスされたとしている。 

 

小学館（ITmedia NEWS より引用） 

 

 漏えいした可能性があるのは、スマホに登録していた連絡先の氏名や電話番号、メールアドレス、住所、所属企業名な

ど。情報の悪用など二次被害は確認していない。読者や同社の会員サービス「小学館 ID」に関する情報は漏えいしていないと

いう。 



 

事案の経緯（ITmedia NEWS より引用） 

  

個人情報保護委員会や警察には相談済み。情報セキュリティ部門が引き続き状況の調査を行う。再発防止策として、全社に

向けてアカウントの適切な管理や個人情報の取り扱いについて指導を徹底するとしている。 

 

 

宅配業者やネット通販サービスサイトなどを装った SMS メッセージから、ログイン ID やパスワードなどの個人情報を取得

し悪用すると言ったような報告は別ニュース記事でも多く報告されています。 

心当たりのない SMS メッセージは削除する、メッセージ内の URL は開かないなど、警戒心を持ちながら対応

することが大切であると考えております。 


